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～ICTを活用し、学校を変える仕組みづくり～



教育におけるマイクロソフトの取組み
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マイクロソフトはICTで教育現場の「働き方」 「教え方」 「学び方」の改革を支援します。

Microsoft 365 Education

Teams Forms Stream Excel Word PowerPoint Sway OneNote SharePoint OneDrive PowerApps PowerAutomate PowerBI

学校での働き方改革 子どもたちの学び方改革先生の教え方改革

改革によって得られた時間を
子どもたちと向き合う時間に

学びを止めないだけでなく
深い学びのためのICT活用

Future-ready skills を
ICTを活用した学習を通じて習得

保護者との連絡手段のデジタル化

学校 家庭

オンライン学習

家庭 学校

協働学習・探究型学習



子どもたちの学び方改革：何のためのICT活用か？

Microsoft 365 
Education
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Microsoft 365 
Education

Society 5.0時代を生き抜くためのFuture-ready Skillsを習得すること。



活用事例：愛知県立東海商業高等学校

総合学習の授業で、チームごとに「地域の課題」を設定。
課題を解決するためのアプリをローコードプログラミングで開発

まずはチームごとに地域の課題
を調査

グループごとの課題への取り組
み概要や成果は分担して
PowerPoint にまとめて発表

Teams でやりとりすることでグ
ループワークは効率化され、
より深い議論ができた

課題解決のためのアプリを
PowerAppsで開発しよう！
複雑なコーディングの知識が
なくてもアプリ開発ができる

授業に参加できない生徒も
自宅から Teams でつないで、
どこからでも協働作業

議論を重ねるごとに、異なる視
点で課題を捉えるように
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教育現場の課題

学校・教員に
よって

活用度合いに
差がある

①知る
• 忙しすぎて新しいことを取り入れる余裕が
ない

② 使い始める
• 「使い方をマスターしないと授業では使え
ない」

③ 広める
• ICTが得意な一部の教員の負荷が高く
なってしまう

• 教員間で負荷分散する仕組みがない

ICTを推進する学校やICTに興味がある教員と、そうでない学校/教員に差が見られ、
自治体全体で活性化するに至っていない



学校全体にICT活用を広めるポイント

まずは校務での活用から始めましょう

Teamsの教職員チームのチャットを活用できるかどうかで
学校全体への浸透度が変わります

日常的に使う・全員が使う
↓

使うことで負担が大幅に軽減する業務をICT化する



全教員が参加しているチームを作成する

チャネルの種類：
校務文章・学年・教科・行事

ポイント：
1日1回は投稿されるレベル

で作る

ファイル共有もここで



安心・安全に使うために：デジタルシチズンシップの取組み
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教育版マインクラフトとノーベル賞の
アクティブシチズンシップワールド

教育版マインクラフトで学べる
デジタルセーフティ

デジタルシチズンシップ
基礎知識

Nobel Peace Center Presents: Active Citizen | Minecraft 
Education Edition

CyberCraft: Home Sweet Hmm | Minecraft Education 
Edition

Digital Safety Essentials: Being a good digital citizen 
(microsoft.com)

https://education.minecraft.net/ja-jp/discover/active-citizen
https://education.minecraft.net/ja-jp/lessons/cybersafe-home-sweet-hmm
https://www.microsoft.com/apac/digitalsafetyessentials/ja-jp/home/digital-citizenship


Teamsを安全に使うための機能：「教師ありチャット」（監督されたチャット）
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Microsoft Teams for Education の監督されたチャット

生徒どうしのチャットは禁止 先生が入っていれば
生徒どうしはチャットを許可

先生と生徒の
チャットは許可

これまでは難しかった
個別の生徒のケアが
できるようになります！

最近どう？

大丈夫です！

ここ教えて！

いいよ！

× 〇 〇

https://support.microsoft.com/ja-jp/topic/microsoft-teams-for-education-%E3%81%AE%E7%9B%A3%E7%9D%A3%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%9F%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%83%E3%83%88-ad3aaafc-c85a-416f-95f9-d691f419cbb8?storagetype=live


クラウドサービスを安全に使うための機能：情報資産の分類
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教育委員会で定められた文書管理規定に基づき、デジタルファイルも機密度に応じて分類する必要があります。

まるで紙にハンコを押すように、WordやExcelのファイルにラベルを付けることができます。

この文書を
見せる相手は…

他の教職員

児童・生徒

一般公開
（保護者など）

成績・名簿など

学習課題など

お知らせなど

教職員用

児童・生徒用

一般公開用

教職員用

児童・生徒用

一般公開用



明日からできること

全教員が参加しているチームを作成する

日常的に使う・全員が使う仕組みを作りましょう！
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